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秋
、
十
月
。
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
か
ら
は

じ
ま
っ
た
こ
の
運
動
も
、
今
年
で

五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
共
同
募
金
の
配
分
先
も
多
様

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
地
域
で
は
住
民
同
士
が
お

互
い
に
助
け
あ
う
活
動
が
、
輪
を

拡
げ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
民
間
の
福
祉
を

支
え
る
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
（ 

対
象
は
、
一
千
八
百
八
十
四
ヵ

所
） 
の
活
動
を
応
援
す
る
た
め
の

大
事
な
資
金
で
す
。

　

今
年
も
、
目
標
額
の
十
二
億
七

千
三
百
万
円
を
大
き
く
上
回
る
資

金
援
助
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
わ
か
り
あ

っ
て
、
ぜ
ひ
担
い
手
と
し
て
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
県
共
同
募
金
会
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あ
か
い
は
ね
共
同
募
金
、　

月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
！

10
平成14年度にお寄せいただきます寄附金は、次の計画で県内の福祉活動を支援します。

①法定社会福祉施設へ １億5，000万円
　児童・障害者・高齢者福祉施設を利用する方々
のための、送迎用車両の整備や、各種設備の整
備に

②障害者地域作業所・生活ホームへ 7，500万円
　障害者の就労訓練用機器の整備や、生活支援の
ための各種備品類の整備に

③社会福祉団体へ 4，700万円
　障害者・高齢者・難病当事者団体、難民定住促
進団体、被虐待女性支援団体などの活動支援に

④在宅福祉サービス団体へ 5，600万円
　在宅高齢者・重度障害者の家事、介護、配食、
送迎サービスを推進する非営利団体の活動支援
に
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⑤市区町村社会福祉協議会へ ３億6，055万円
　在宅福祉活動やボランティア団体の育成等、地域
福祉の推進を図る社会福祉協議会の活動支援に

⑥年末たすけあい援護活動へ ４億3，168万円
　市区町村を単位として実施される、生活支援を
要する世帯のための激励事業等に

⑦災害時の準備金として 1，251万円
　国内で発生する地震・風水害等、大規模災害時
の被災地支援のために

⑧共同募金を推進するために １億4，026万円
　“たすけあいの心”を普及するための「小・中学
生福祉作文コンクール」の実施や、共同募金実
施のための各種資材の制作に

●共同募金の支援対象施設・団体：1，884 ヵ所

平成14年度配分計画額
12億7，300万円

支
援
費
制
度
を
上
手
に
活
用
し
て
生
活
の
達
人
に
な
ろ
う

�「
療
護
施
設
と
人
権
シ
ン
ポ
＆
全
国
交
流
集
会
」開
催
さ
れ
る
�

　

去
る
八
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
来

年
度
実
施
の
支
援
費
制
度
を
ど
う
有
効

活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
よ
う
と
、
全

国
の
療
護
施
設
利
用
者
や
関
係
者
が
集

う
、
第
六
回
療
護
施
設
と
人
権
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
＆
全
国
交
流
集
会
（
主
催：

療

護
施
設
自
治
会
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
他
）

が
、
県
社
会
福
祉
会
館
（
横
浜
市
神
奈

川
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
、
基
調
報
告
の
後
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
め
ざ
せ
生
活
の
達
人
！
契
約

時
代
を
ど
う
生
き
る
の
か
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
小
室
清

吾
氏
（
厚
生
労
働
省
障
害
福
祉
課
長
補

佐
）
か
ら
、
支
援
費
制
度
の
目
指
す
サ

ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
説
明
。

ま
た
、
伊
藤
勇
一
氏
（
全
国
身
体
障
害

者
施
設
協
議
会
副
会
長
）
か
ら
は
、
よ

り
良
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
協
議

会
の
検
討
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
峰
和
守
氏
（
療
護
施
設
自
治
会
全

国
ネ
ッ
ト
会
長
）
か
ら
は
「
施
設
と
利

用
者
と
の
間
の
『
本
位
』
に
対
す
る
意

識
を
共
通
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、多

岐
に
渡
る
個
別
支
援
は
難
し
い
」
更
に

鈴
木
治
郎
氏
（
県
障
害
者
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
か
ら
は
、「
選

択
の
自
由
が
得
ら
れ
て
も
、
実
際
に
地

域
で
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
無
い
に

等
し
い
の
が
現
状
。
今
後
は
幅
広
い
サ

ー
ビ
ス
を
、
当
事
者
の
積
極
的
な
参
加

の
も
と
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
」等
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
権
利
保
障
や
施
設
の
選

択
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
用
方
法
等
、

関
心
の
高
い
項
目
を
テ
ー
マ
に
、
分
科

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

様
々
な
不
安
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
た
反

面
、「
自
己
管
理
や
自
己
責
任
も
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
」
な
ど
の
建
設
的
な

意
見
も
上
が
り
、
真
の
自
由
の
獲
得
に

向
け
、
一
人
ひ
と
り
が
着
実
に
前
進
し

て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
実
行
委
員
会（
丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
ー
）
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夢、人の輪
、

支えあい

参加者からは制度充実を願う熱い声が寄せられた


